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　結婚した夫婦が同じ名字（姓）を名乗る夫婦同姓
を義務付ける制度は、女性の人権に深刻な影響を与
えているとして、選択的夫婦別姓制度※を求める声
が高まっています。日本において長年にわたって議
論される中、令和７年、28年振りに衆議院法務委
員会で選択的夫婦別姓に関する法案が審議されまし
たが、採択は見送られ、継続審議となりました。国
連の女性差別撤廃委員会は、日本政府に対し、過去
四度にわたって選択的夫婦別姓の実現を勧告してい

ます。
　そもそも名字は、どのような意味を持つのでしょ
うか。名字の歴史を辿りながら、現代の私たちにと
って名字とは何か、そしてその未来について考えて
みましょう。
※夫婦が望む場合は、結婚後も夫婦がそれぞれ結婚
　前の名字を称することを認める制度
問い合わせ＝地域づくり課女性活躍・多文化共生担
当（☎32‐3129）

氏（＝名字）制度の変遷
江戸時代 一般的に、農民・町民には名字の使用は許されず。

明治３年　太政官布告※ 「平民苗字許可令」により、平民に名字の使用が許される。

明治８年　太政官布告 「平民苗字必称義務令」により、平民も含めた名字の使用が義務化される。

明治 9 年　太政官指令 妻の氏は「所生ノ氏」（＝実家の名字）を用いることとされる。

明治 31 年　民法（旧法）成立 夫婦は、家を同じくすることにより、同じ名字を称することとされる。

昭和 22 年　改正民法成立 夫婦は、婚姻の際に定めるところに従い、夫または妻の名字を称することとされる。

桐生の歴史を語る最初の名字は

「薗
そのだ

田」！

※太政官布告…明治維新政府である太政官が発した法令の形式

　現在の民法の下では、結婚に際して、男性または女性のいず
れか一方が名字を改める必要があります。そして、現実には、
男性の名字を選び、女性が名字を改める例が約９割です。
▶右図：婚姻時に夫婦が選択した名字

夫の名字
94.5％

妻の名字
5.5％

出典：厚生労働省
　　   「人口動態統計」  
　　　（令和５年）

　史料の面から最も古くに名字を名乗っていたことを確
認できる人物として、鎌倉時代に活躍した「薗

そ の だ

田成
なりいえ

家」
がいます。「園田郷」といわれた現在の桐生市や太田市
周辺の開発に貢献し、その功績にちなんで「薗田」とい
う名字を名乗るようになったとされています。
　成家は、伊勢神宮から「須

すながの

永御
みくりや

厨」
という土地の管理を任され、その職務
にまい進した彼の功績は、「法

ほう

然
ねん

上
しょう

人
にん

絵
え

伝
でん

」という古い絵巻物にも記録され
ており、鎌倉幕府にも仕えていたこと
がわかります。

名字と氏姓って、どう違う？
　現代では、氏姓も名字の意味で用いられています
が、本来は別のものでした。
　歴史的には「氏

う ぢ な

名」と「姓
かばねな

名」からなる氏姓は、
「誰の一族か」「どんな役割を持つか」といったこ
とを示すため、天皇から賜るものでしたが、名字
は、自分から名乗るものと分けて考えることができ
ます。
　徳川家康を例に考えると、朝廷から受け取る正式
な書状には、「源（氏名）朝臣（姓名）家康（実
名）」と、氏名＋姓名＋実名で書かれていますが、
普段は自らが名乗った「徳川」の名字に実名の「家
康」を付けて使っていたのです。
　名字が広まったのは、中世に入り荘
園などの所領を得た武士たちが、氏姓
ではなくその地名にちなんだ名字を名
乗ったことによります。

和和
わみょうるいじゅしょうわみょうるいじゅしょう

名類聚抄名類聚抄※※（名古屋市博物館より）（名古屋市博物館より）▶▶
※平安時代中期に作られた辞書※平安時代中期に作られた辞書

名字の歴史と現代の私たち

５. ジェンダー平等を実現しよう

10. 人や国の不平等をなくそう

16. 平和と公正をすべての人に
広報きりゅう令和７年８月号広報きりゅう令和７年８月号 22

選択的夫婦別姓制度の導入に関する意見選択的夫婦別姓制度の導入に関する意見
　女性の社会進出などに伴い、改姓による職業生活
上や日常生活上の不便・不利益、アイデンティティ
の喪失など、さまざまな不便・不利益が指摘されて
きたことなどを背景に、選択的夫婦別姓制度の導入

を求める意見があります。
　また一方で、名字は家族の象徴として、日々の生
活や地域社会の中で私たちを結びつけているという
意見もあります。

　私たちが日常的に使っている名字は、長い歴史の
中で形を変えながら、現代に受け継がれてきまし
た。古代では血縁や家系、役割を示す「氏姓」が、
武士の時代には「名字」として発展し、明治時代に
庶民にも広く普及しました。このように、名字は時
代ごとの家族や個人、社会の在り方を映し出してき

た存在です。そして今、名字の在り方を見つめ直す
ことは、私たちの未来の社会を考えることと深くつ
ながっています。
　多様な価値観や生き方を尊重するこれからの社会
にふさわしい名字の在り方を、私たち一人ひとりが
考えるきっかけにしてみませんか？

選択的夫婦別姓制度の導入を求める声選択的夫婦別姓制度の導入を求める声 現在の夫婦同姓を維持すべきと考える声現在の夫婦同姓を維持すべきと考える声

中立的な声中立的な声

「多様化する価値観と個人の尊重」
ジェンダー平等、個人のアイデンティティの尊
重、職業上や手続き上の利便性　など

「伝統と家族の結束」

家族の一体感、社会における家族の明確化、伝
統的な家族制度を守るべき　など

子どもの名字はどうなるのか、複雑な問題で単純に判
断ができない、もっと十分な議論が必要　など

　

前副市長の逮捕について

　新本庁舎建設に関する公契約関係競売入札妨
害事件に関し、皆様には多大なるご心配とご迷
惑をお掛けしておりますことを深くお詫び申し
上げます。
　そのような中、森山享大前副市長から、辞職
する旨の申し出があり、７月４日（金）付けで
退職となりました。退職理由は、「議会などに
も出席できず、また長期間にわたり職務にあた
ることなく、市政に混乱を招いていることへの
責任を取りたい」とのことであり、「退職手当
についても自主返納したい」との意向でありま
す。
　副市長の不在が長期間に及ぶと、市政運営に
影響が生じること、また本人の意思も固いこと
から、退職を認め、退職辞令を交付した次第で

あります。
　その後、森山前副市長が、官製談合防止法違
反・加重収賄の容疑で逮捕されたとの報を受け
ました。
　現時点では、報道以外の情報がなく、警察に
よる捜査の進展を見守るしかない状況ではあり
ますが、本市前副市長が逮捕されるという事態
となったことは、誠に遺憾であり、忸

じ く じ

怩たる思
いであります。
　市政を預かる者として、重ねて、深くお詫び
申し上げます。
　市といたしましては、引き続き、事件の真相
究明に向けて、警察の捜査などに全面的に協力
してまいります。
　　　　　　　　　　　桐生市長　荒木　恵司
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